
 

 

学校教育法附則第９条の規定による特別支援学級における教科用図書（以下

「一般図書（特別支援学級用）」という。）の採択に当たっては、採択権者は、

特別支援学級の児童・生徒に最もふさわしい内容の図書を毎年採択することが

できるとされています。 

 平成 25年度における市内小・中学校から使用希望のあった一般図書は、別案

のとおりです。この別案、一般図書（特別支援学級用）の採択についてお諮り 

いたします。 
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○文部科学省初等中等教育局教科書課長通知〔抜粋〕 

 

一般図書（特別支援学級用）の採択について 

 

(1)一般図書（特別支援学級用）の採択に当たっては、採択権者は、教科の主

たる教材として教育目標の達成上適切な図書を採択すること。 

 

(2)なお、義務教育諸学校における一般図書（特別支援学級用）の採択に当た

っては、文部科学大臣の検定を経た下学年用教科書又は文部科学省著作教

科書の採択を十分考慮すること。さらに、これら以外の図書を採択する場

合には、特に下記の①～⑥までの事項に留意するともに、採択した図書が

完全に供給されるよう図書の種類数、供給数及び発行者の所在地等につい

ても配慮しておくこと。 

 ① 児童・生徒の障害の種類・程度、能力・特性に最もふさわしい内容（文

字、表現、挿絵、取り扱う題材等）のものであること。 

 ② 可能な限り系統的に編集されており、教科の目標に沿う内容をもつ図

書が適切であり、特定の題材若しくは一部の分野しか取り扱っていない

図書、参考書的図鑑類、問題集等は適切でないこと。 

 ③ 上学年で使用することとなる教科書との関連性を考慮するとともに、

採択する図書の間の系統性にも配慮すること。 

 ④ 教科用として使用する上で適切な体裁の図書を採択すること。 

 ⑤ 価格については、教科書無償給与予算との関連から、前年度の実績を

考慮するなど、あまり高額なものに偏らないこと。 

 ⑥ 予算上後期用を予定していないので分冊本は採択しないこと。ただし、

検定済教科書と同一内容の文字等を拡大したいわゆる「拡大教科書」に

ついては、検定済教科書と同様に分冊本を採択できること。 

   また、「拡大教科書」については、全分冊が一括供給されず分割して

供給される場合にあっても、年度当初の授業で使用される分冊が授業開

始前に供給され、以降の供給も授業に支障が生じない時期に供給可能な

図書については採択できること。 

 

平成 26 年度使用特別支援学級用教科用

図書の採択について 


